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事務事業名ちくしの子ども劇場補助事業

06
基本事業： 03芸術文化活動の推進 担当部 教育部

基本事業の
成果指標

①子育て世代の親子を対象とした文化・芸術鑑賞に関するイベント参加者数
②文化会館を拠点とした文化・芸術鑑賞に関するイベント参加者数 担当課 文化・スポーツ振興課

担当係 文化振興・図書館担当

ちくしの子ども劇場 <概要>
ちくしの子ども劇場は、昭和55年に福岡子ども劇場から独立、平成13年に
NPO 法人となった。文化芸術活動、自然体験、異年齢集団遊びなどを通し
て、地域の中で子どもたちがいきいきとした子ども時代を過ごせる環境づ
くりを目指して活動する団体である。
<主な事業>
子ども市、子どもキャンプ、地域活動、子どものための優れた舞台芸術に
関する事業、表現活動に関する事業、子どもの権利条約普及啓発事業、子
育て支援
<補助対象事業>
社会教育振興事業補助金として、子どものための優れた舞台芸術に関する
事業に対し交付している。

対象の事業を推進し、子どもたちの文化芸術への関心を高
め、文化芸術活動への参加意欲を喚起する。さらには、子
どもたちが、文化芸術に触れることで、豊かな感受性を育
まれることを目指す。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

補助対象事業への参加人数 1,304 2,2001,703 1,500 1,800

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
100 100 100 100計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
100 100 100 100

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
782 802 838
882 902 938 100

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

<状況>補助対象事業については、公演数については、昨年度と比べ1公演多い11公演であった。＜R4/11公演：R5/1
0公演：R6/11公演＞参加人数は、年々増加している。
<原因>昨年度より1公演増え、11公演の実施となった。多人数向けの公演内容が増えたため、参加者は昨年度より
増加している。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

子どもたちの発達に沿った生の舞台公演をはじめ、地域活動を実施。
子どもたちの芸術に親しむ機会を提供し、親子で芸術文化活動への参
加意欲を高めた。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

<改革案>
平成29年度から補助対象事業を舞台芸術鑑賞に関する事業とし、
その参加状況を成果指標とした。団体予算に対する補助事業の割
合は約43％を占めるため、今後も参加者の減少が進めば補助対象
事業の縮小が懸念される。開催頻度や舞台の質を維持するために
、補助金を有効活用したい。

<必要性>
優れた芸術家を安価で招くなど、プロデュースは県下の子ども劇
場随一と言われており、文化施設からも高い評価を得ている。チ
ャリティーコンサートでは、文化会館を満席にした実績がある。
本市の文化芸術振興には欠かせない団体である。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

平成13年「子どもたちが地域の中で、豊かに生き生きとした子ど
も時代を過ごすための環境づくり」を目指し法人として設立され
た。

小学校への芸術家派遣事業（アウトリーチ）を検討する中で、芸
術家と学校との調整を行うコーディネーターの役割を担ってもら
いたいと考えている。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

　人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


